
地震・大規模地震発生時における児童の登下校について【保存版】 
 
 竹村小学校の地震・大規模地震発生時における児童の登下校は、豊田市立学校防災計
画により下記のように対応します。非常時におきましては、ご理解とご協力をよろしく
お願いします。 
 
１ 登校前に地震が発生した場合  
   情報をテレビ・ラジオ等で収集され、地震の規模、被害状況や震源地を確認のうえ、

登校の可否を判断※１してください。（通学班の保護者間で連絡を取り合い※２、同一行
動を取らせてください。また、学校へも連絡してください。） 

   
 
 
 
 
２ 登校途中で地震が発生した場合 

地区の通学路に近い方で児童を掌握し、安全確保をお願いします。その後、学校へ
連絡してください。 

 
 
 

 
 
３ 登校後に地震が発生した場合 

全職員で児童の安全確保にあたります。関係機関等と連絡をとって、校長が対応を
決定します。（家庭への連絡、地区への援助要請など） 

なお、大規模地震が発生した場合※３は、保護者への引き渡しにより下校させます。 
ただし、引き渡しができない児童は、学校で保護者（代わる人）の迎えがあるまで

待機させます。 
 
 
 
 
 

 
４ 気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」が発表された時の対応について 

豊田市は「事前避難対象地域」がない市町村のため、通常の授業や行事は行い、授
業終了後には、児童等を速やかに帰宅させます。 

※状況により行事等を中止する場合は、きずなネット（学校メール）で連絡します。 

 

※１ 震度５弱以上の地震の場合は、登校を控えてください。学校の安全を確認し、
学校メール（きずなネット）やホームページで登校についてお知らせします。 

※２ 集合場所に集まる各児童の保護者間で、連絡を取り合ってください。お子様の
安全を第一に考え、無理のない判断をしてください。 

避難訓練時に校舎以外の場所で地震が起きた場合は、倒れやすいものがない場所
で、「姿勢を低くして、頭を守り、揺れがおさまるまでじっとする行動（シェイク
アウト）」を確認しています。ご家庭でも、お子様とご確認ください。 

※３  豊田市内で震度５弱以上の地震が発生した場合には、豊田市立学校防災計画
に基づき、小学生は保護者のお迎えにより下校をします。その場合は、きずな
ネット(学校メール)等でお知らせします。電話での確認は遠慮ください。 

なお、通信網が遮断され、きずなネット(学校メール)等での連絡ができない
場合には、地震情報を確認していただき、お迎えをお願いします。 

裏面へ 



◆南海トラフ地震臨時情報が発表されたら 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 南海トラフ地震に備えるためには、いくつかの重要な準備が必要です。以下のポイ
ントを参考に、ご家庭でも話題にしてみてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ご不明な点につきましては、教頭までご連絡（0565-52-3420）ください。 

 
１ 気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合 

・通常どおりの教育活動を行う。（現行と同様) 
・校外活動については、発表後に出発する場合は一時見合わせ、校外で活動中の場合はい

つでも帰校できるよう準備する。 
・後に発表される臨時情報（２の(1)から(3)）に備え、情報収集を行う。 

 
２ １の発表後に、気象庁から以下の臨時情報が発表された場合 

(1) 南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意） 
   ・通常どおりの教育活動を行う。 

・校外活動については、発表後に出発する場合は延期（中止）し、校外で活動中の場
合は速やかに帰校させる。 

・校長は、学校の立地条件や児童等の登下校の状況を勘案して、必要と判断した場合
には、臨時休業とする。 

(2) 南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒） 
   ・豊田市は「事前避難対象地域」がない市町村のため、通常の授業や行事は行い、 

授業終了後には、児童等を速やかに帰宅させる。 
・校外活動については、発表後に出発する場合は延期（中止）し、校外で活動中の場

合は速やかに帰校させる。 
・校長は、学校の立地条件や児童等の登下校の状況を勘案して、必要と判断した場合

には、臨時休業とする。 
(3) 南海トラフ地震臨時情報（調査終了） 

   ・通常どおりの教育活動を行う。 

＜(1)から(3)のすべての段階において留意する事項＞ 
 ※地震発生に備え、減災に向けた緊急点検や情報収集を行う。 

※児童生徒等の下校にあたっては、児童生徒等の安全確保の観点から、場合によっては学
校において一時待機させることも検討する。→きずなネット（学校メール）で連絡 

 
避難ルートと場所の確認: 自分の住んでいる地域や通勤先、通学先などが「事前避難対象地域」

に含まれるか確認し、避難経路や避難場所を事前に確認しておきまし
ょう。 

 
非常持ち出し品の準備: 水、食料、懐中電灯、防寒着、非常食などを事前に準備しておきましょ

う。 
 
家具の固定: 家具や家電製品を壁や床に固定することで、地震時の倒壊や破損を防ぎます。 
 
家族との連絡方法の確認: 地震発生時に家族と連絡を取れる方法（携帯電話、メールなど）を確

認しておきましょう。 
 


